
藤

民t

宝生

公

共

の
で
欲
し
ゃ
う
と
し
な
い
。
さ
り
と
て
寺
院
の
伽
躍
に
封
し
て
縮

少
す
る
事
に
も
喜
ば
・
な
い
。
「
た
ら
が
村
さ
の
沿
ホ
ご
と
一
五
ふ
肉
襲

的
観
念
は
活
動
た
き
淋
れ
た
ま
L
乍
ら
も
あ
る
を
喜
ぶ
が
村
人
の

心
・
：
・
：
此
庭
に
像
法
的
遺
物
た
る
伽
藍
は
向
上
も
時
に
は
退
歩
を

見
乍
ら
も
現
欣
維
持
の
露
命
、
住
職
は
粛
？
と
し
て
法
燈
相
続
伽

軍
相
績
に
寺
門
丹
誠
だ
、
養
誌
も
す
る
、
同
植
も
す
る
、
養
版
養

日
連
翠
人

御

遠

粗

藤

原

=ff: 
ノ、

序

日
蓮
大
聖
人
の
御
先
砲
に
封
し
て
は
古
来
色
々
の
設
が
あ
り
ま

し
て
一
定
し
ま
せ
ん
c
日
蓮
大
聖
人
は
伸
様
の
御
使
だ
か
ら
御
先

組
や
御
系
闘
等
は
ど
う
で
も
良
い
と
言
ふ
人
が
あ
り
ま
す
、
然
し

如
何
に
大
聖
人
が
三
千
年
の
昔
本
悌
沿
轄
迦
様
の
前
で
法
議
・
経
の

:IL 
l早｜

鶏
と
聖
借
行
基
た
ら
ん
と
す
る
7

さ
れ
ど
こ
の
巾
に
豪
mは
あ
り

貴
州
い
あ
り
す
る
、
農
村
寺
院
に
あ
り
な
が
ら
由
民
に
同
じ
て
行
基
の

行
を
な
し
得
宇
法
熔
淡
き
に
悲
し
む
も
の
あ
り
。
吠
風
サ
ツ
／
＼

と
立
初
む
る
法
窓
の
紙
舵
ぶ
れ
て
、
火
の
消
え
ざ
る
を
む
そ
れ
て

ゐ
る
o
時
正
に
日
鞍
交
戦
の
非
常
時
局
皇
軍
の
武
運
長
久
を
念
じ

つ
L

。

資

,F¥. 
品~

鈴

木

智

久

御
附
嘱
を
受
け
末
法
の
今
日
本
化
上
行
主
口
薩
の
再
誕
と
し
て
法
華

粧
を
弘
む
の
行
者
で
あ
り
ま
し
で
も
、
御
隔
親
が
・
な
く
て
は
此
の

世
の
中
に
御
生
れ
に
な
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
で
せ
う
し
、
叉
御

雨
親
も
共
の
御
先
祖
が
・
な
く
て
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

古
来
偉
人
と
か
賢
人
と
か
、
又
は
聖
人
と
か
言
は
れ
る
人
は
犬
山
崎

小
さ
い
時
か
ら
家
庭
教
育
、
御
用
親
の
救
化
に
よ
っ
て
後
年
偉
大



な
事
業
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
今
我
が
日
蓮
大
聖
人
の

御
雨
親
が
今
迄
多
く
の
人
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
様
に
只
安

房
園
小
湊
捕
の
漁
夫
の
小
供
で
あ
っ
た
た
ら
、

E
う
し
て
後
年
あ

れ
程
迄
の
御
方
と
な
る
事
が
出
来
ま
せ
う
。
と
う
考
へ
ま
す
る
と

姓
氏
血
統
は
其
の
人
と
な
り
と
重
大
訟
闘
係
を
有
す
る
の
で
あ
り

ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
御
先
制
胞
は
立
誠
な
御
方
で
あ
り
、
御
雨
親
は

由
緒
正
し
き
御
方
で
あ
っ
た
事
は
其
の
人
と
・
な
り
を
見
る
時
誰
し

も
考
へ
ら
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
で
は
一
休
日
蓮
大
聖
人
の
御
先

組
は
ど
う
い
ふ
御
方
で
あ
り
、
御
隔
親
は
如
何
た
る
御
方
で
あ
っ

た
で
あ
り
ま
せ
う
。

共
の
源
を
遠
く
等
ね
ま
す
れ
ば
．
人
皇
第
三
十
八
代
天
智
天
皇

を
扶
け
奉
り
、
蘇
我
氏
を
減
し
大
化
の
改
新
M
L

な
し
岡
家
を
泰
山

の
安
き
に
泣
き
単
り
ま
し
た
る
大
職
冠
藤
原
鎌
足
公
で
る
り
ま
す

此
の
鎌
足
公
か
ら
九
代
目
に
共
良
公
と
い
ふ
方
が
あ
り
、
聖
武
夫

皇
の
御
代
外
国
か
ら
我
国
を
攻
め
た
事
が
る
り
ま
し
た
、
天
皇
は

非
常
に
御
心
配
遊
ば
さ
れ
討
手
の
大
将
と
し
て
此
の
藤
原
共
良
公

を世一
K

向
け
ら
れ
ま
し
た
。
共
良
公
は
大
軍
を
以
っ
て
直
ち
に
外
敵

藤

雪量

F、長、

m 

共

を
退
治
設
し
ま
し
た
。
天
皇
は
非
常
に
御
喜
び
に
た
り
．
共
の
賞

と
し
て
遠
江
副
を
初
め
多
く
の
園
k

を
賜
り
、
特
に
遠
江
闘
は
子

孫
代
々
迄
と
の
約
束
で
あ
り
ま
し
た
。
此
の
共
良
公
か
ら
間
代

u

即
ち
鎌
日
比
公
か
ら
十
二
代
目
に
共
資
公
と
言
ふ
御
方
が
る
り
‘
父

組
の
功
持
に
よ
っ
て
人
皇
第
六
十
六
代
一
保
天
皇
の
正
暦
元
年
六

月・

uハ
今
（
昭
和
十
二
年
）
か
ら
九
百
四
十
七
年
前
御
年
三
十
才

に
し
て
初
め
て
遠
江
の
園
司
と
し
て
赴
任
し
、
只
今
の
潰
名
郡
村

櫛
の
郷
に
御
叫
慨
を
築
き
志
津
城
と
名
附
け
て
住
せ
ら
れ
ま
し
た
。

此
の
共
資
公
か
ら
十
一
代
目
に
日
蓮
大
聖
人
が
御
誕
生
遊
ば
ぱ
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
備
中
守
共
資
公
が
遠
州
の
国
司
と
し

て
付
櫛
に
下
向
せ
ら
れ
た
か
ら
共
の
子
訴
に
日
蓮
大
聖
人
の
様
な

偉
人
が
出
、
叉
維
新
の
前
彼
の
安
政
の
大
獄
を
出
現
せ
し
め
て
最

後
水
戸
浪
士
の
一
括
に
棲
出
門
外
の
一
蕗
と
散
っ
た
幕
府
の
忠
巨
大
老

井
伊
掃
部
頭
直
弼
即
ち
只
今
の
井
伊
家
b
L
出
だ
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
若
し
共
資
公
が
遠
州
の
闘
司
と
し
て
村
櫛
に
赴
任
せ
ら
れ
な

か
っ
た
な
ら
日
蓮
大
聖
人
も
御
誕
生
遊
ば
さ
れ
・
な
か
っ
た
し
、

M
人

現
在
五
百
高
の
信
者
を
有
す
る
日
蓮
宗
も
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で

Jr. 
五



藤

主を

原

共

公

あ
り
ま
せ
う
。
共
資
公
に
は
男
子
が
た
く
女
子
ば
か
り
で
2

日
分
の

後
曜
に
随
分
苦
心
せ
ら
れ
ま
し
た
。
神
仰
に
祈
願
を
し
て
良
き
見

子
を
得
ら
れ
ん
事
を
願
ふ
て
ゐ
ま
し
た
。
下
向
後
二
十
一
年
目
に

引
佐
郡
井
伊
谷
の
八
幡
宮
に
参
拝
し
て
石
段
を
下
ら
ん
と
し
た
時

石
段
の
下
の
井
戸
の
傍
で
赤
児
を
拾
ひ
、
此
子
が
成
人
の
後
自
分

の
女
を
嫁
せ
て
後
目
と
し
て
備
中
太
守
共
保
と
名
附
け
井
伊
の
姓

を
興
へ
、
又
井
桁
に
楠
の
紋
所
主
興
へ
ま
し
た
。
此
の
共
保
公
が

井
伊
伯
儒
家
の
元
副
に
な
り
、
共
資
公
が
共
保
公
に
興
へ
た
井
桁

に
橘
の
紋
所
が
現
在
日
蓮
宗
主
代
表
す
る
紋
所
と
怠
っ
て
今
日
建

っ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
と
う
い
ふ
需
で
共
費
公
を
日
蓮
大
聖

人
の
御
遠
組
と
申
し
上
げ
て
ゐ
ま
す
。

然
る
に
共
資
公
滅
後
九
百
年
に
及
ぶ
の
に
一
体
日
蓮
大
聖
人
の

御
遠
岨
共
費
公
と
は
如
何
な
る
御
方
で
あ
り
、
日
蓮
大
聖
人
の
御

紋
所
で
②
る
井
桁
に
橘
は
何
慮
か
ら
出
て
ゐ
る
か
一
切
不
明
で
あ

り
ま
し
た
。
是
は
御
建
組
共
費
公
が
九
百
年
己
来
世
の
人
か
ら
忠

れ
ら
れ
久
し
く
世
に
現
れ
な
か
っ
た
震
で
あ
り
ま
す
。
不
宵
幼
少

よ
り
共
費
公
は
何
鹿
の
地
で
御
逝
去
遊
ば
さ
れ
た
か
．
又
如
何
に

'iL 
P』，、

祭
記
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
随
分
鹿
々
方
々
を
等
ね
苦
心
の
末
、
大
正

八
年
に
至
り
還
に
遠
州
演
名
郡
村
櫛
村
の
御
山
塚
に
あ
る
古
境
乙

そ
夢
に
も
忘
れ
ら
れ
ね
共
資
公
の
永
へ
に
限
り
玉
へ
る
御
墳
装
地

で
あ
る
事
を
確
誼
を
縛
ま
し
た
。
遇
々
外
護
者
た
る
商
松
市
利
町

藤
田
湾
出
蹴
氏
夫
妻
の
滞
財
寄
進
に
よ
り
、
此
地
の
買
牧
を
行
ひ
雨

後
数
問
に
亙
り
地
域
の
蹟
張
に
力
め
、
還
に
昭
和
七
年
十
ご
月
十

一
日
多
年
の
病
望
で
る
っ
た
復
興
祭
を
管
み
報
恩
供
養
塔
建
立
す

る
に
烹
り
ま
し
た
。
蕊
に
於
て
九
百
年
以
来
地
下
に
あ
っ
て
何
等

供
養
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
共
資
公
は
‘
日
蓮
大
型
人
の
御
建
組

と
し
て
世
に
現
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

日
蓮
大
畠
人
の
御
茶
圃

藤
原
鎌
足
公
か
ら
九
代
目
三
凶
藤
原
共
良
公
の
時
外
冠
を
征
伐

し
て
遠
江
闘
を
始
め
諸
国
を
賜
り
ま
し
た
。
十
代
目
を
良
春
公
、

十
一
代
目
を
良
宗
公
と
巾
さ
れ
此
の
三
代
の
聞
は
京
都
に
御
住
ひ

に
な
り
、
十
二
代
共
費
公
の
時
正
暦
一
五
年
六
月
領
地
で
あ
る
遠
江

固
に
初
め
て
下
向
し
て
村
櫛
に
住
せ
ら
れ
ま
し
た
。
共
資
公
の
養



子
共
保
公
は
引
佐
郡
井
伊
谷
に
新
城
を
築
き
井
伊
と
名
乗
っ
た
事

は
前
遣
の
通
り
で
あ
り
ま
す
c
共
保
公
の
世
踏
を
ル
犬
家
公
、
三
代

目
b
L
北
ハ
直
公
、
四
代
目
を
惟
直
公
と
言
ひ
代
K

村
櫛
と
井
伊
谷
の

雨
城
に
佐
し
て
国
政
を
司
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
五
代
目
の
盛
直
公
か

ら
一
向
井
伊
谷
に
位
ふ
様
に
な
り
ま
し
た
。
此
の
盛
直
公
に
一
一
一
人

の
小
供
が
あ
り
長
男
は
早
世
し
て
弐
男
良
直
公
は
井
伊
の
六
代
主

橋
ぎ
、
三
男
三
郎
俊
直
公
は
同
郷
慌
尾
に
分
れ
て
赤
佐
家
を
興
し

て
ゐ
ま
す
。
是
が
後
の
奥
山
家
の
先
闘
で
あ
り
ま
す
。
四
男
を
四

郎
政
直
公
と
言
っ
て
、
又
井
伊
家
か
ら
分
家
し
て
皇
紀
一
八
一

O

年
久
安
六
年
頃
遠
州
の
貫
名
郷
に
下
っ
て
貫
名
氏
と
た
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
此
の
政
直
公
が
日
蓮
大
聖
人
の
直
接
の
御
先
凪
に
営

る
方
で
あ
り
ま
す
。
政
直
公
に
二
人
の
子
供
が
あ
り
、
長
男
を
四

郎
行
直
公
と
巾
さ
れ
貫
名
二
代
を
継
ぎ
、
次
男
の
六
郎
直
友
公
は

石
野
に
分
家
し
て
石
野
氏
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
三
代
目
を

重
賞
公
、
四
代
目
を
貫
名
次
郎
重
忠
公
と
申
さ
れ
・
此
の
重
忠
公

が
日
蓮
大
聖
人
の
御
父
上
で
あ
り
ま
す
。
重
忠
公
御
年
三
十
二
才

建
仁
三
年
五
月
七
日
皇
紀
一
八
六
三
年
幕
府
の
怒
に
蝿
れ
て
安
房

藤

原

受

公

共

園
小
湊
捕
に
流
罪
に
た
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
放
に
貫
名
氏
が
述

州
貫
名
郷
に
は
政
直
公
、
行
直
公
、
重
覧
会
・
重
忠
公
の
四
代
五

十
三
年
間
住
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

重
忠
公
に
五
人
の
子
供
が
あ
り
‘
日
蓮
聖
人
は
第
四
番
目
の
御

方
で
あ
り
ま
す
G

御
兄
弟
の
中
一
番
末
の
弟
の
聴
取
ア
重
友
と
言
ふ

御
方
の
あ
っ
た
事
は
明
で
あ
り
ま
す
が
、
共
の
外
の
事
は
明
で
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
重
友
の
子
孫
は
下
，
組
大
野
抑
に
藤
千
を
姓
と
し

て
、
曾
て
豚
舎
議
長
を
し
た
砲
の
名
門
と
し
て
ん
7
狛
柴
へ
て
ゐ
ま

す
日
蓮
聖
人
は
重
忠
公
流
罪
に
な
っ
て
か
ら
二
十
年
目
、
共
費
公

下
向
か
ら
二
百
三
十
二
年
後
で
、
口
ハ
今
か
ら
七
百
十
五
年
前
で
草

忠
公
五
十
一
才
の
時
で
あ
り
ま
す
。

御
母
上
は
清
原
氏
で
下
組
八
幡
摺
の
大
野
吉
清
の
女
で
．
重
忠

公
が
安
白
川
に
越
さ
れ
て
か
ら
嫁
せ
ら
れ
た
の
で
大
聖
人
は
小
法
浦

で
御
誕
生
遊
ば
さ
れ
、
重
忠
公
は
小
湊
に
題
さ
れ
て
か
ら
演
の
小

供
を
相
手
に
手
習
を
救
へ
、
暇
が
あ
れ
ば
潰
に
同
て
漁
夫
の
生
活

を
し
て
ゐ
ま
し
た
か
ら
人
々
は
日
蓮
大
聖
人
は
漁
夫
の
小
供
で
あ

九
七



藤

重量

公

ff}.、

共

う
た
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
然
し
本
営
は
只
今
申
し
ま

し
た
様
に
由
緒
正
し
き
御
方
の
後
斎
で
あ
り
ま
す
。

井
桁
に
橘
の
紋
所
の
興
起

御
総
岨
比
ハ
資
公
は
北
ハ
良
公
の
功
勢
に
よ
っ
て
備
中
守
に
住
ぜ
ら

れ
．
遠
江
の
国
司
と
し
て
村
櫛
に
赴
任
せ
ら
れ
、
村
の
東
南
で
潰

名
湖
に
突
出
し
た
湾
問
山
一
帯
に
御
城
を
築
き
志
津
城
と
名
附
け

ま
し
た
。
志
津
械
は
市
北
の
雨
殿
に
分
れ
幕
末
迄
共
の
面
惑
を
設

し
て
ゐ
ま
し
た
が
今
は
大
凡
養
漁
池
に
縫
っ
て
ゐ
ま
す
。
北
ハ
資
公

は
志
津
叫
慨
に
住
し
領
内
を
検
分
せ
ら
れ
、
租
調
の
令
を
し
き
、
民

を
愛
撫
し
て
良
き
政
を
行
び
ま
し
た
か
ら
人
民
か
ら
榊
の
如
く
に

慕
は
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
此
の
共
資
公
は
下
向
し
て
か
ら
二
十
年
御

年
五
十
才
に
な
る
に
及
ん
で
も
男
子
が
御
生
れ
に
な
ら
・
な
か
っ
た

此
の
上
は
紳
伸
に
御
願
す
る
よ
り
外
は
な
い
と
‘
引
佐
郡
井
伊
谷

に
b
る
八
幡
宮
に
祈
願
せ
ら
れ
絶
へ
や
参
拝
せ
ら
れ
ま
し
た
。
明

れ
ば
尖
貴
公
丘
十
一
才
の
寛
弘
七
年
正
月
元
旦
い
つ
も
の
通
り
家

米
動
人
b
L
引
連
れ
八
幡
宮
に
参
拝
を
済
せ
神
主
と
共
に
石
段
を
下

A 
!I.. 

ら
ん
と
し
た
時
、
何
底
か
ら
か
赤
子
の
泣
き
聾
が
聞
へ
る
の
で
不

思
議
に
思
っ
て
見
る
と
玉
垣
の
傍
井
戸
の
中
に
衣
に
包
ま
れ
た
い

と
も
可
愛
ら
し
き
赤
児
が
捨
て
ら
れ
て
る
り
ま
し
た
。
北
九
資
公
是

と
そ
一
柳
の
我
に
典
へ
玉
ふ
た
も
の
に
相
連
な
い
と
大
い
に
喜
び
、

紳
主
に
命
じ
て
養
育
を
さ
せ
神
主
は
自
身
で
は
養
育
が
出
来
な
か

っ
た
の
で
枇
内
に
住
ん
で
ゐ
た
野
津
某
を
乳
親
と
し
て
七
才
迄
養

育
を
さ
せ
ま
し
た
。
営
時
の
一
脚
主
は
西
尾
模
守
と
い
ひ
共
の
子
訴

を
西
尾
常
主
口
と
言
っ
て
現
に
井
伊
家
の
系
固
乞
所
持
し
て
ゐ
ま
す

共
子
の
七
才
に
な
る
に
及
ん
で
城
内
に
連
れ
文
武
の
道
を
秋
へ
ま

し
た
。

一
を
聞
い
て
十
を
知
る
聴
明
さ
‘
ル
ム
ハ
貴
公
は
掌
中
の
玉
と

し
て
愛
し
十
五
才
に
な
る
に
及
び
元
服
し
て
備
中
太
守
共
保
と
名

乗
り
‘
井
伊
の
姓
を
輿
へ
、
出
生
の
井
戸
の
傍
に
橘
本
が
あ
っ
た

所
か
ら
井
桁
に
橘
の
紋
所
を
輿
へ
ま
し
た
。
共
保
公
二
十
才
に
及

び
井
伊
谷
に
新
城
・
を
築
き
自
分
の
女
を
獄
せ
て
一
切
の
園
政
を
ふ
ム
ハ

保
公
に
譲
り
、
自
分
は
忠
ひ
出
深
き
士
山
津
城
に
師
り
余
生
を
詮
り

ま
し
た
。
是
か
ら
村
櫛
を
志
津
古
城
、
井
伊
谷
b
L
新
城
と
呼
ぶ
椋

に
な
り
ま
し
た
。



現
在
井
伊
谷
に
龍
揮
寺
と
い
ふ
寺
が
あ
り
ま
す
。
千
百
年
程
前

行
基
菩
薩
の
閉
山
で
営
時
は
八
幡
山
地
裁
寺
と
稿
し
、
八
幡
宮
と

地
硫
寺
と
が
合
杷
せ
ら
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
共
資
公
営
時
は
三
論

宗
で
後
に
天
台
宗
に
蟹
り
現
在
は
臨
済
宗
で
あ
り
ま
す
。
此
の
龍

揮
寺
の
門
前
を
去
る
約
一
町
の
回
の
中
に
共
保
公
出
生
の
井
が
今

精
土
日
な
が
ら
に
存
し
て
ゐ
ま
す
。

共
資
公
の
御
逝
去

共
資
公
は
養
子
の
共
保
公
に
一
切
を
譲
り
思
ひ
出
深
き
村
櫛
に

障
り
志
津
古
城
で
風
月
を
友
と
し
て
余
生
を
港
り
御
年
七
十
五
才

の
七
月
－
日
限
る
が
如
く
大
往
生
を
遂
げ
ま
し
た
。
御
遺
骸
は
御

遺
・
一
＝
口
に
よ
り
御
城
の
裏
山
の
小
高
き
丘
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
日
疋
か

ら
此
の
裏
山
を
御
山
塚
と
傘
崇
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

共
保
公
は
共
資
公
の
後
を
受
け
て
良
き
政
を
行
ひ
、
谷
威
勢
を

四
方
に
振
ひ
遠
江
に
十
三
郡
、
駿
河
、
三
河
に
幾
つ
か
の
領
地
主

得
ま
し
た
。
か
く
て
寛
治
七
年
三
月
二
十
日
御
年
八
十
四
才
で
井

伊
谷
で
逝
去
せ
ら
れ
ま
し
た
。

藤

受

公

原

共

御
遺
骸
は
営
時
の
地
裁
寺
に
葬
ら
れ
、
御
法
蹴
は
白
浮
院
殿
前

備
中
太
守
行
開
寂
明
大
居
士
と
申
し
上
げ
、
以
来
地
臓
寺
が
代
々

井
伊
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
共

保
公
以
来
代
K

井
伊
家
の
御
墳
墓
は
龍
津
寺
に
祭
杷
せ
ら
れ
て
ゐ

ま
す
。
叉
龍
揮
寺
の
井
伊
家
の
御
魂
屋
に
は
ル
ム
ハ
費
公
以
来
の
御
霊

牌
が
安
置
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
共
資
公
の
御
法
披
は
信
一
花
院
殿
前

備
中
守
本
源
措
世
大
尽
士
と
巾
し
上
げ
ま
す
。
此
の
御
法
蹴
は
九

百
年
品
目
な
が
ら
の
御
法
枕
で
是
を
見
て
も
営
時
速
州
の
岡
司
で
る

っ
た
事
が
知
れ
ま
す
。
共
保
公
以
来
の
御
方
は
龍
津
寺
に
葬
ら
れ

井
伊
円
余
及
び
同
寺
で
厚
き
供
養
を
管
ん
で
ゐ
ま
し
た
が
、
養
父
の

共
資
公
は
一
人
材
櫛
に
葬
ら
れ
た
開
係
上
年
と
共
に
忘
れ
ら
れ
九

百
年
の
今
日
迄
何
等
供
養
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
－
あ
り
ま
す

大
正
八
年
粁
櫛
に
御
墳
某
地
を
殻
見
す
る
に
及
び
初
め
て
法
華
経

御
供
養
乞
受
け
ら
る
と
至
り
ま
し
た
c
御
命
日
に
は
御
某
前
で
盛

大
な
る
供
養
祭
が
毎
年
管
れ
て
ゐ
ま
す
。

九
丸



藤

主主

公

E正

共－

共
資
公
と
法
華
経

井
伊
家
代
々
の
営
主
が
逝
去
せ
ら
れ
た
時
は
龍
揮
寺
の
や
主
が

法
華
経
一
部
を
提
へ
て
墓
前
で
讃
諦
し
、
彦
根
へ
間
代
へ
に
託
つ

て
か
ら
後
も
わ
ざ
ふ
＼
彦
根
に
出
向
き
法
華
・
粧
を
讃
諦
し
て
ゐ
ま

し
た
。
井
伊
家
と
法
華
経
と
は
共
費
公
以
来
何
等
か
の
悶
縁
関
係

に
置
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
c
徳
川
末
期
一
身
を
犠
牲
に
し
た
井
伊

大
老
も
熱
烈
た
る
法
華
経
の
信
者
で
あ
り
ま
し
も
μ
。
北
ハ
費
公
は
久

し
く
地
下
に
あ
っ
て
法
華
経
の
御
供
養
を
受
け
ら
れ
ん
事
を
願
ふ

て
ゐ
ま
し
た
。
古
来
御
山
塚
に
手
を
蝿
れ
た
者
は
必
や
病
み
村
人

は
恐
れ
て
此
地
を
千
古
の
不
思
議
と
し
て
来
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

大
正
八
年
初
め
て
此
の
聖
地
を
琵
見
し
て
か
ら
後
何
等
の
異
も
な

く
‘
法
華
経
の
御
供
養
を
受
け
た
事
を

E
ん
な
に
沿
喜
び
な
さ
れ

た
事
で
あ
り
ま
せ
ろ
。

共
貴
公
の
御
墳
墓
地

御
縁
組
共
資
公
の
御
境
基
地
御
山
壌
は
村
櫛
村
の
東
南
端
の
小

一O
O

高
き
丘
の
上
に
あ
っ
て
．
前
方
は
演
名
湖
の
勝
景
を
眼
下
に
見
下

し
、
遠
く
遠
州
灘
か
ら
大
平
洋
を
望
み
、
後
に
は
千
百
の
白
雪
を

頂
く
宮
士
が
揖
然
と
し
て
発
へ
．
如
何
に
も
大
事
一
日
蓮
聖
人
の
御

遠
組
が
永
へ
に
眠
り
玉
へ
る
に
ふ
さ
は
し
い
勝
地
で
あ
り
ま
す
。

地
内
に
は
梅
棲
が
植
り
自
然
の
公
闘
の
如
く
、
春
に
は
模
、
秋
に

は
紅
葉
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
く
、

一
度
此
地
に
来
る
者
共
の
拍
車

地
の
有
難
さ
に
自
然
頑
の
下
る
の
を
禁
や
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

天
気
の
日
此
の
御
山
壌
に
立
っ
て
潰
名
湖
か
ら
太
平
洋
を
望
め

ぽ
、
如
何
に
も
宇
宙
の
虞
大
無
謹
・
な
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
共
事
円

公
は
普
段
に
此
の
金
波
銀
波
の
乱
れ
飛
ぶ
太
平
洋
を
望
み
．
太
平

洋
の
際
涯
な
い
と
同
様
に
此
の
法
華
経
が
末
法
高
年
聾
未
来
際
を

聾
し
て
一
一
大
四
海
に
庚
宣
流
布
す
べ
き
事
を
預
言
し
て
ゐ
る
か
の

様
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。

合
同
て
昭
和
九
年
身
延
山
法
主
現
日
蓮
宗
管
長
望
月
日
議
現
下
が

静
岡
螺
下
御
親
救
の
際
は
態
K

村
櫛
の
御
縁
組
に
御
参
拝
せ
ら
れ

ま
し
た
。
此
の
時
金
村
怒
っ
て
老
ひ
も
若
き
も
小
間
学
生
、
青
年
聞

等
有
ゆ
る
人
達
一
村
怒
っ
て
視
下
を
出
迎
へ
、
手
に
手
に
太
鼓
を



打
鳴
し
異
敬
の
宰
に
時
な
ら
ぬ
題
目
の
華
が
咲
き
ま
し
た
。
視
下

に
も
非
常
に
感
激
せ
ら
れ
ま
し
た
。

由
来
同
村
は
金
村
紳
徒
で
昭
和
の
牛
ま
で
題
目
の
聾
さ
へ
し
な

か
っ
た
此
の
海
謹
に
今
や
除
々
に
題
目
の
華
が
開
か
ん
と
し
て
ゐ

ま
す
。
是
は
九
百
五
十
年
の
昔
共
資
公
が
初
め
て
此
地
に
ト
し
後

日
蓮
大
聖
人
を
出
し
た
鴻
で
あ
り
ま
す
。
今
や
此
の
型
地
を
有
す

る
村
民
が
怒
っ
て
此
の
由
緒
あ
る
型
跡
を
永
く
保
存
す
べ
く
計
董

を
し
て
ゐ
ま
す
。
誠
に
喜
ば
し
き
次
第
で
あ
り
ま
す
。
二
十
年
前

此
地
を
壊
し
て
養
魚
池
に
せ
ん
と
し
た
村
民
が
此
に
着
眼
し
、
永

諌

暁

弘
安
三
年
十
月
八
目
、
日
蓮
聖
人
費
齢
五
十
九
歳
、
身
延
山
よ

り
鎌
倉
の
同
僚
令
一
斉
殿
に
御
涜
は
し
に
・
な
っ
た
『
御
消
息
』
に
失

諌

暁

く
後
世
に
侍
へ
厨
く
世
に
招
介
せ
ん
と
し
て
ゐ
ま
す
。
時
機
五
ら

ぽ
此
地
に
一
点
寸
を
建
立
し
、
宗
組
日
蓮
大
菩
薩
へ
の
御
報
思
一
端

に
併
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

参

拝

順

路

ム
東
海
道
線
輪
開
天
島
膝
下
車
、
村
櫛
行
巡
航
舶
に
よ
り
約
三
十
分

村
櫛
描
に
着
、
上
陸
約
十
町

ム
演
松
騨
前
村
櫛
行
乗
A
口
自
動
車
、
舘
山
寺
を
経
て
約
一
時
間

村
櫛
格
点
よ
り
約
八
丁

回

遼

知

正

の
如
く
仰
せ
ら
れ
た
。

弘
長
に
は
伊
豆
問
、
文
永
に
は
佐
渡
の
閥
、
諌
暁
再
三
に
及
ペ

。


